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1. はじめに 
 本稿では、日本語小説の中国語翻訳テキストに現れた“VO 了”の用例を検討し、“VO
了”の使用される環境や、実現される意味と用法について考察する。なお、本文中の例文
はすべて引用であり、日本語訳、グロス、下線はことわりがない限り筆者によるものであ
る。 
 
2. 先行研究 
 呼美蘭(1999)、呂叔湘(1999)、三宅(2010)の“VO 了”に関する指摘を以下の表 1 から表 3
にまとめる。 
 
表 1: 呼美蘭(1999)による“VO 了”の特徴 
用法 物語のなかで観察者の主観的判断を描写する 
時間 会話場面に登場することが多く「説明の時間」と関係する 
 
形式 
時間詞(特に“现在”)や副詞と呼応する 
副詞と呼応して現れる文では、特に“副詞＋是～了₂”の構
文が多用されている 
 
表 2: 呂叔湘(1999)による“VO 了”の特徴 
用法 事態の変化 
目的語 名詞や動詞、短い文になりうる 
形式 前にはしばしば副詞“快”か助動詞がくる 
  
表 3: 三宅(2010)による“VO 了”の特徴 
統語上 目的語が連体修飾語を伴わない単独の名詞 
意味上 発生した事態の現在の状況への影響を述べる 
用法上 話し手が状況を概括的に話したいだけの意図がはたらいたとき 
談話冒頭での全体状況の伝達 
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3. 問題提起 
 2 節にあげた表 1、表 2、表 3 を見てみると、目的語について、呂叔湘(1999)では「名詞
や動詞、短い文になりうる」とされているのに対して、三宅(2010)では「連体修飾語を伴
わない単独の名詞でなければならない」と述べられている。このような先行研究の間に見
られる相違点に注目し、まず、小説の用例の分析を通して“VO 了”の目的語がどのよう
な形で実現されているかを確認する(4.2.1 節)。さらに、呼美蘭(1999)による副詞や時間詞
との呼応(4.2.2 節～4.2.3 節)、三宅(2010)で述べられている「話し手が状況を概括的に話し
たいだけの意図がはたらいたとき」と「談話冒頭での全体状況の伝達」の 2 つの出現状況
(4.2.4 節)について検証を行う。 
 
4.調査 
4.1. 調査方法 
 調査では、翻訳者による使用状況の偏りを防ぐため、翻訳者の異なる 4 冊の日本語小説
の中国語翻訳テキストから手作業で“VO 了”を含む用例を抽出した。使用した小説の内
訳は以下のとおりである。なお、今回使用した小説は現代の日本語長篇小説の中国語翻訳
テキストであり、各小説の 150 ページまでを調査対象とした。 
 
湊佳苗著，丁世佳译(2010)『告白』全 181 ページ 
 村上春树著，林少华译(2010)『挪威的森林』全 384 ページ 
 東野圭吾著，刘姿君译(2010)『白夜行』全 467 ページ 
 利利・弗兰克著，李颖秋译(2010)『东京塔 老妈和我，有时还有老爸』全 285 ページ 
 
その結果、湊佳苗著、丁世佳译(2010)から 145 例、村上春树著，林少华译(2010)から 44 例、
東野圭吾著、刘姿君译(2010)から 95 例、利利・弗兰克著、李颖秋译(2010)から 157 例、計
441 例の用例が得られた。 
 
4.2. 調査結果 
4.2.1. “VO 了”構文の目的語 
 用例のなかに現れた“VO 了”構文の目的語を対象に、形態・統語的特徴によって分類
した。その結果を表 4 に示す。 
なお、本稿における動詞は、呼美蘭(1999)に倣い「結果補語」、「方向補語」、「様態補語」
1を伴ったものを含むものとする。目的語は単独の名詞、修飾語のある名詞、動詞、短文、
形容詞の 5 つに分類した。品詞の判断は小学館・商務印書館(2003)『中日辞典(第 2 版)』に
基づく。 
 
                                                   
1  劉，潘，趙(1991)によると、結果補語、方向補語とは、動詞の直後について、それぞれ動作や変化によって生じた
結果や動作が人または事物をある方向に移動させることを表すものである。様態補語とは、動詞や形容詞の後に続い
て、その動作・状態の結果または程度を表すものである。 
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表 4: “VO 了”の目的語の種類 
目的語の種類 例 用例数 
単独の名詞 我，你，人样           など 234(53.0%) 
修飾語のある名詞 自己的车，那样的事，好孩子    など 107(24.3%) 
動詞 上学，配给，入社         など 67(15.2%) 
短文 我是共犯，那孩子去游泳池边    など 30(6.8%) 
形容詞 难受，孤单，蠢到家 3(0.7%) 
 合計 441(100.0%) 
 
 表 4 を見ると、三宅(2010)の指摘した「連体修飾語を伴わない単独の名詞」がもっとも
用例数が多く、計 441 例中 234 例(約 53.0％)を占めていることがわかった。また、3 例では
あるが、呂叔湘(1999)、三宅(2010)ともに指摘していない形容詞が目的語になっていると思
われる用例も見出される。 
以下に目的語が単独の名詞、修飾語のある名詞、動詞、短文、形容詞である場合の例文
をそれぞれ示す。 
 
Ⅰ. 目的語が単独の名詞の場合 
(1) 现在 妈妈 看  书 的 时候 要   戴   眼镜儿 了。 
    今   母親 読む 本 の とき いつも かける 眼鏡  了₂ 
(利利・弗兰克著、李颖秋译 2010: 56) 
「オカンが本を読む時、眼鏡をかけるようになった。」 
(リリー・フランキー2010: 102) 
 
Ⅱ. 目的語が修飾語のある名詞の場合 
  (2) 尽     说  伤心     话 了。 
ことごとく  話す  悲しくなる  話 了₂   
 (村上春树著、林少华译 2010: 92) 
 「でもずいぶん暗い話になっちゃったわね。」 
(村上春樹 2010: 145) 
 
Ⅲ. 目的語が動詞の場合 
  目的語が動詞である場合は、ほとんどの用例で「動詞+目的語」の形で出現していた。
「動詞+目的語」が目的語として現れた用例は 67 例中 40 例で約 60.0％を占めている。 
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  (3) 我 还   因为 不  迟到   不  旷课     受   表扬 
私  さらに …で  NEG 遅刻する NEG 授業をサボる 受ける 表彰する 
 
了  呢！ 
了₂ 語気助詞 
(村上春树著、林少华译 2010: 79) 
「私って無遅刻・無欠席で表彰までされたのよ。」 
(村上春樹 2010: 126) 
 
Ⅳ. 目的語が短文の場合 
(4) 我 便  分辨   不  清     谁 是  患者 谁 是  工作 人员 
   私 もう 見分ける NEG はっきりと 誰 …だ 患者 誰 …だ 働く 人員  
 
了。 
了₂ 
(村上春树著、林少华译 2010: 116) 
「私には誰が患者で誰がスタッフなのかがだんだんわからなくなってきます。」 
(村上春樹 2010: 181) 
 
Ⅴ. 目的語が形容詞の場合 
(5) 可是  我 心里的 愧疚     和 难过  都   被  淹没到  音乐 
しかし 私 心の  気がとがめる と 苦しい すべて 受身 埋もれる 音楽 
 
和 玩乐 中了，不知不觉   我 已经  不  感到  难受  了。 
と 遊び 中  知らず知らず 私 すでに NEG 感じる つらい 了₂ 
(利利・弗兰克著、李颖秋译 2010: 114) 
  「でもそんな申し訳なさや息苦しさを音楽や遊びで押し流して、……」 
(リリー・フランキー2010: 206) 
 
(1)では「眼镜儿」、(2)では「伤心」によって修飾された「话」、(3)では「表扬」、(4)では
「谁是患者谁是工作人员(誰が患者で誰がスタッフなのか)」、(5)では形容詞「难受」が目的
語として現れている。ただし、(3)は「表扬」が名詞的に用いられていると見るべきかもし
れない。 
 
 呂叔湘(1999)において「前にはしばしば助動詞がくる」と指摘されているとおり、“助動
詞+VO 了”の形で現れている用例がすべての用例を通していくつか見られた。しかし、目
的語が単独の名詞である場合と修飾語のある名詞である場合の例文の違いについて、三宅
(p.c.)により明らかにされた「連体修飾語を伴わない単独の名詞は助動詞が前にきた場合は
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助動詞がくるとは限らない。」という指摘を実証するにはいたらなかった。目的語が「連体
修飾語を伴わない単独の名詞」と「修飾語のある名詞」のそれぞれの場合の例文中での“助
動詞+VO 了”の割合は以下の通りである。なお、パーセンテージはそれぞれの目的語にお
ける総用例数中の割合である。 
 
表 5:“助動詞+VO 了”の出現頻度 
目的語の種類 総用例数 “助動詞+VO 了”用例数(％) 
連体修飾語を伴わない単独の名詞 234 17(7.3%) 
修飾語のある名詞 107 7(6.5%) 
合計 341 24(7.0%) 
 
表 5 からわかるように、「連体修飾語を伴わない単独の名詞」と「修飾語のある名詞」のそ
れぞれの場合における“助動詞+VO 了”の割合は「連体修飾語を伴わない単独の名詞」が
約 7.3％、「修飾語のある名詞」約 6.5％とほとんど変わらない。むしろ、わずかではある
が、「連体修飾語を伴わない単独の名詞」のほうが少し割合が高く、三宅(p.c.)の指摘とは
矛盾する結果となった。 
 
4.2.2. 副詞との呼応 
 本節では、“VO 了”の現れた例文において、呂叔湘(1999)と呼美蘭(1999)の指摘する副
詞との呼応を見ていく。 
 
4.2.2.1.“快” 
 呂叔湘(1999)は「“VO 了”の動詞の前にはしばしば副詞“快”がくる」と指摘している。
今回抽出した用例を見てみると、副詞と呼応した用例は 280 例(約 63.5％)であり、半分以
上の“VO 了”構文で副詞と呼応していることがわかった。しかし、“快”と呼応したのは
そのうちわずか 7 例であった(“快要”2 例も含む)。むしろ、“VO 了”構文中で呼応した
副詞は“就”や“再”、“都”、“已经”などが大多数であった。他にも“都”と“要”、“也”
と“再”など、複数の副詞が 1 つの用例の中で使用されている用例も多く見られた。 
 よって「前にはしばしば“就” や“已经”などがくる」とみなすことができると思われ
る。 
 
以下に“快”と呼応して現れた例文、その他の副詞と呼応して現れた例文を示す。 
 
(6) 该       回去 了， 电车 也  快    到   时间 了。 
    …すべきである 帰る 了₂  電車 …も 間もなく 達する 時間 了₂ 
(村上春树著、林少华译 2010: 51) 
「そろそろ引きあげるよ。電車の時間もあるし。」             (村上春樹 2010: 83) 
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4.2.2.2. “副詞+是～了₂” 
呼美蘭(1999)は、副詞と呼応している“VO 了”構文において、“副詞＋是～了₂”が多用
されていることを指摘している。そこで、今回抽出された用例のなかではどのくらいの頻
度で使用されているかを見た。その結果、まず“是”の現れた用例は全用例 441 例中 35
例あり、そのうち“副詞＋是～了₂”の形式で現れていた用例は 23 例であった。 
 この結果を見るかぎり、今回抽出された用例においてはあまり多用されていないように
思われる。 
以下に“副詞＋是～了₂”の形式で現れた用例をあげる。 
  
(7) 我 已经  不  是  昨天 的   我 了。 
私 すでに NEG COP 昨日 NMLZ  私 了₂ 
(湊佳苗著、丁世佳译 2010: 117) 
「もう僕は、今までの僕とは違う。」                        (湊かなえ 2010: 198)                     
 
(7)は“已经”が“是”と呼応した副詞として現れている。 
 
4.2.3. 時間詞との呼応 
呼美蘭(1999)で指摘されている時間詞との呼応、特に“现在”との呼応について、今回
抽出された用例の中で見ると、全用例 441 例中 20 例が“现在”と呼応していた。時間詞と
呼応している用例は全部で 75 例(約 17％)であり、そのうち“现在”と呼応している用例が
約 26.7％を占めていることがわかった。その他の時間詞としては“这个时候”や“当时”、
“然后”が見出される。 
以下に、時間詞と呼応して現れた用例を示す。 
 
(8) 现在 谁 也  不  愿意      接近  我 了。 
今  誰 …も NEG …したいと思う 近寄る 私 了₂ 
(利利・弗兰克著、李颖秋译 2010: 131) 
「そして、誰も寄りつかなくなった。」 
(リリー・フランキー2010: 235 ) 
 
(8)は“现在”が例文の中で時間詞として現れている。 
 
4.2.4. 出現位置と出現状況 
 今回抽出した用例を検討すると、呼美蘭(1999)で指摘されている「説明の時間」に属す
る用例が全用例 441 例中 122 例(約 27.7％)とおよそ 4 分の 1 を占める結果となった。しか
し、その他の用例はすべて「語りの時間」に属しており、用例数も圧倒的に多く、「物語の
時間」に属する用例はなかった。 
よって、“VO 了”は「語りの時間」と｢説明の時間｣の両方に属すると結論付けることが
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可能であると考えられる。 
次に、三宅(2010)で指摘されていた“VO 了”の用法「話し手が状況を概括的に話したい
だけの意図がはたらいたとき」と「談話冒頭での全体状況の伝達」について見てみる。三
宅(2010)が指摘しているのは呼美蘭(1999)の分類する時間のうち「説明の時間」に属する会
話文の用例である。今回収集した用例を見てみると、全用例 441 例のうち 117 例(約 26.5%)
が会話文で、そのうち「話し手が状況を概括的に話したいだけの意図がはたらいたとき」
と「談話冒頭での全体状況の伝達」に当てはまると思われる用例は 117 例中 21 例(約 17.9％)
であった。内訳は以下のとおりである。 
 
表 6: “VO 了”の出現状況 
出現状況 用例数(％) 
話し手が状況を概括的に話したいだけの意図がはたらいたとき 13(61.9%) 
談話冒頭での全体状況の伝達 8(38.1%) 
合計 21(100%) 
 
 パーセンテージからわかるように、三宅(2010)の指摘する「話し手が状況を概括的に話
したいだけの意図がはたらいたとき」「談話冒頭での全体状況の伝達」の 2 つの状況にかか
わらず“VO 了”の構文は使用されるといえる。 
 
5. まとめ 
 調査結果を踏まえてまとめると、本研究では以下のことが明らかになった。 
 
 ①“VO 了”の目的語には、先行研究によって明らかにされている「単独の名詞」・「修
飾語のある名詞」・「動詞(動詞+目的語含む)」・「短文」に加え、「形容詞」もなりうる。 
3 例ではあるが、“VO 了”の目的語が形容詞である用例を抽出することができた。 
 
 ②“VO 了”構文において呼応する副詞は“快”というよりも“就”や“已经”が多く、
そのほかにも“就要” や“都要”など複数の副詞が組み合わされ使用されている例も
多く見られた。よって「前にはしばしば“就”や “已经”がくる」とすることができ
る。 
 
 ③“副詞＋是～了₂”は呼美蘭(1999)が指摘するほど多用されるようではない。ただ、“是”
は“VO 了”の“V”としては用いられやすい傾向があるとは言えると思われる。 
 
④時間詞との呼応については呼美蘭(1999)の指摘どおり“现在”が最も多かった。その
他の時間詞としては“这个时候”や“当时”、“今年”などが見られた。 
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 ⑤“VO 了”は「語りの時間」と｢説明の時間｣の 2 つの時間に属する。使用状況は「話
し手が状況を概括的に話したいだけの意図がはたらいたとき」や「談話冒頭での全体状
況の伝達」に限らない。 
 
6. おわりに 
 今回、“VO 了”の構文の特徴について考察し、4 節 であげた 5 つの結論を導き出すこと
ができた。しかし、今回の調査では「形容詞」が目的語として現れた用例は 441 例中わず
か 3 例であり、「形容詞」も“VO 了”構文の目的語になりうると断言するのはかなり難し
いと思われる。 
今後の課題としては、“V 了 O”の用例も収集し、その結果を比較し結論を出すというこ
とがあげられる。今回の調査だけでは厳密には“VO 了”の特徴をとらえたとは言えない
だろう。 
 本稿作成にあたり、指導してくださった風間伸次郎先生をはじめ、貴重なご指摘をくだ
さったチューターの方や先輩のみなさん、細やかなご助言をくださいました三宅登之先生
に心から感謝申し上げます。 
 
略号一覧 
COP copula コピュラ NMLZ nominalization 名詞化 
NEG negative 否定    
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